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佐藤壽三郎の議員活動詳報 
ことぶき月報 (No.212) 2016 年 5 月号 

 

終世書生気質：ブログ・千曲のかなた（日々の議員活動をお伝えしてます） 
 

１ 私の議会内議員活動 
 

（１）総務文教委員会行政視察報告 
 

   平成 28 年度行政視察を５月 24 日から 26 日にかけて、下記の視察地を訪問し

教えを乞いました。快く受け入れ下さった各機関の皆様、講師の皆様に厚く感

謝を申上げます。研修内容を咀嚼して今後の議員活動に反映したいと思います。 

 

１) 視察地：NPO 法人 フードバンク山梨  ◇月日：平成 28 年５月 24 日 
 

§視察研修課題：フードバンク山梨の活動について 

① フードバンク立ち上げの背景について。 

② 事業実績と今後に向けての課題について。 
 

                  講師：フードバンク山梨 理事長 米山けい子 氏 
 

§説明を受けた後、質疑応答で佐藤壽三郎委員が質したＱ＆Ａ 
 

     Ｑ. 支援を受けている人で、不動産を所有している人も見受けられるが、

生活保護を受けるために財産を処分せざるをえない人たちの事を考え

ると、食料支援を受けることが、些か不公平感を感じるが如何か。 
 

          Ａ. 生活保護前のぎりぎりの方々に支援をすることを目的としています

が、ローン破綻をされている方。或いは持ち家を処分すると債務が残る

とか、或いは家屋の処分が出来ない事情もあるようです。ご近所や親類

縁者に対する気兼ねから処分が出来ない事情もあります。法律家の助言

を頂くことも視野に入れて、今後の課題と捉えています。 
 

§資料 

① 特定非営利活動法人フードバンク山梨定款 

② フードバンク山梨活動報告（2015 年版） 

③ 生活困窮者自立相談支援事業相談状況 

須坂市生活就労支援センターまいさぽ須坂：作成 

④ フードバンク信州 （議会事務局収集） 

⑤ フードバンクの皆様へ 農林水産省 (佐藤委員収集) 

 

◎ 視察を終えての感想 
 

① 受益者の社会的視線を考慮して宅配便で配送することの是非。正々

堂々とした受益者でよいのではないか。 

② 緊急避難的なフードバンクからの配給措置と、生活困窮者の情報収集

と対応の実態把握の明確性について疑義がある。 



③ 寄付された食品が、受益者の嗜好に合わないなどの理由で、拒まれる

場合の対応について。 

④ 受益者ニーズを正確に把握することの寛容と限界について。 

⑤ 生活保護を受けるために、不動産を処分せざるをえない者と、持ち家

を保持したいから、フードバンクに頼ることの公平性が些か理解できな

い。 

 
２) 視察地：武蔵野市           ◇月日：平成 28 年５月 24 日 

 

§ 視察研修課題：公共施設マネジメント 

「計画的施設整備」の導入について。 

① 武蔵野市について。 

② 武蔵野市の概要・保有建物状況。 

③「計画的施設整備」について。 

④「計画的施設整備」導入前の状況と課題。 

⑤「計画的施設整備」の導入について。 

⑥ 保全整備の状況について。 

⑦ 現在の施設整備について。 

別紙資料に基づいて、研修課題の説明を受けた。 
 

講師:武蔵野市職員 堀内氏 

 

§ 説明を受けた後、質疑応答で佐藤壽三郎委員が質したＱ＆Ａ 
 

Ｑ. 今後も御市は人口微増を予定し、高齢者比率も極めて低い一方、小学生

と中学生の人口減少を見込んで、現在の施設整備について設備総量の見直

しに取り組んでおられますが、人口微増と小・中学生減少現象が理解でき

ませんが。 
 

        Ａ. 事実として、当市では高齢者は利便性を求めて駅前マンションに居住増。

単身高齢者が増加している。空き家も増えているが、これらも課題である。 
 

§資料 

 ◇上記①～⑦までの資料 

 ◇武蔵野市公共施設等総合管理計画（平成 28 年度～32 年度）計画案 

◇武蔵野市基礎統計（佐藤委員が情報収集したもの） 

 

◎ 視察を終えての感想 
 

「武蔵野市基礎統計」によると、武蔵野市の人口は今後も微増するよう

に見受けられます。一方、武蔵野市の人口（平成 26 年１月１日）は 140,527

人。65 歳以上の高齢者は 29,803 人で、高齢化率は 21.21％とあります。

人口は微増と捉え、一方高齢者人口の推移を見ますと平成 16 年で

17.94％が平成 26 年で 21.21％とすれば、10 年間で僅か 3.27 ポイントの

増加であり、極めて若い町であると思います。 

 

人口構成比でみると、就労人口が 67.6％と羨ましい限りですが、穿っ

た見方をすれば、武蔵野市は、毎年地方から上京して入学する大学生や



専門学校生が多く武蔵野市に居住していると推測します。この人数と卒

業すると当市を離れる人数が言わば均衡を保っていることは、武蔵野市

は若者が人生の一時期を過ごすに適した環境を整えた町と言えます。 

 

又、結婚するまでの若者の人口と、結婚をした新婚世帯の人々は、武

蔵野市は地価等が高い影響もあって中々持ち家がこの武蔵野市で取得で

きない事情を、この「武蔵野市基礎統計」から私は読み取ります。この

ことから、現在の施設整備について設備総量の見直しの取り組みについ

て、何故に小中学生が減少しているのか、「都会は子育てがしにくい」町

に化してしまうこと恐れはないか。このことは都会の地価が高すぎて、

持ち家にしろ、借家にしろ居住費が高くつき住めない事情等、住民が抱

える課題を政治の課題として取り上げ、十分に分析し解消する必要があ

ると感じました。 

 

３) 視察地：北秋田市・合川学童研修センター  ◇月日：平成 28 年５月 25 日 
 

§ 視察研修課題：「オーダーメイド型留学事業」について 

①「オーダーメイド型留学事業」の立ち上げについて。 

② 秋田で学ぼう！教育留学事業の具体的内容について。 
 

講師：市教育委員会事務局 総務課長 松橋久司 氏 

                     県教育庁北教育事務所 社会教育主事 湊 貞宗 氏 

から別紙資料に基づいて説明を受けた。 

 

§ 説明を受けた後、質疑応答で佐藤壽三郎委員が質したＱ＆Ａ 
 

    Ｑ. 平成 20 年から「生活改善・体験の重視型」留学は、あきたリフレッシュ

学園と協力して、学校や社会へのストレスや人間関係、友だち関係の悩み

で、学校を休みがちだったり、行くことができなかったりしている子ども

たちの元気回復のための施設で、北秋田市が運営していて、今までに 80 人

を超える子どもたちが利用されたとのことですが、この子どもたちの留学

成果の追跡調査がなされているようでしたら、その成果をお示し下さい。 
 

        Ａ. 80 人中 7～８人は引きこもり状態でありますが、他の子どもたちは大学

や高校に進学しております。留学中に魚釣りが好きな子が、高校卒業後鰹

の一本釣の会社に入社しております。 

学校を休みがちだったり、行くことができなかったりしていた子どもた

ちの復帰率は８割で、学校に登校するようになっております。 

      現在３人が来ておりますが、自分で何かを感じて何かをする子が多くな

っている。 
 

      当市にも不登校の子どもはおります。彼らの将来を思うときに、子ども

たちの元気回復のための施設を利用して、子どもたちを励まし社会に巣立

って欲しい意味合いから、当市の単独事業で推し進めるものです。 

 

§ 資料 

① 秋田の教育を体感してみませんか：パンフレット 

② 秋田で学ぼう！教育留学事業の要綱説明書。 



◎ 視察を終えての感想 

 

北秋田市は、2005 年（平成 17）北秋田郡鷹巣町、合川町、森吉町、阿仁町

が合併した新生市である。秋田駅から鷹ノ巣駅まで電車に揺られて訪ねたが、

車窓から眺める田園風景は、米代川に阿仁川、小阿仁川、小猿部川が流れ込

むことにより、この地は水に恵まれた肥沃の盆地であることが窺えました。 
 

研修を受けた「合川学童研修センター」は、合併前の合川町時代に当時竹

下登内閣が「ふるさと創生事業」として交付された１億円を利用して建設さ

れた施設である説明を受けました。当時、交付された１億円の使い道は様々

で、宝くじを購入した自治体、金塊を買い求めた自治体、公園整備に注ぎ込

んだ自治体等と無駄な支出に使われたと思われる交付金でしたが、合川町は

価値ある使い道をしたと感服しました。 
 

学校や社会へのストレスや人間関係、友だち関係の悩みで、学校を休みが

ちだったり、行くことができなかったりしている子どもたちの元気回復のた

めの施設として、北秋田市の児童や生徒とともに、全国から同じ痛みを抱え

る児童のために共助しようとする意気込みを汲み取ることができ、有意義な

視察であったと高く評価します。 

 

 

４) 視察地：秋田県教育委員会         ◇月日：平成 28 年５月 26 日 

 

§ 視察研修課題：特色ある秋田県教育について。 

① 秋田県における学力向上の取組について。 

② オーダーメイド型留学事業について。 
 

県教育委員会職員の竹村、中井氏より課題Ⅰの説明を、佐藤副主幹、松橋

氏より課題Ⅱの説明を夫々後記資料①～⑧に基づき詳細に受けた。 

  

§ 説明を受けた後、質疑応答で佐藤壽三郎委員が質したＱ＆Ａ 

 

    Ｑ. 学力測定結果のパターンについて。 

        Ａ. 秋田のグラフの形は上位に偏ったパターンとなっている。 

       20 問中 17～18、19 と正解率が高く。全国トップレベルである。 

 

    Ｑ. 学力測定で、問題が解けなかった生徒に対する対策は、どのようにされ

ているのか。 

        Ａ. 問題が解けない子どもたちには、先生たちの授業の中で補習或いは力を

付ける為の宿題を出すこともあるが、学校にいる中で上手にサポートして

いる。 

 

Ｑ. 小・中の学力が全国的に見たときに極めて高い実績は、高校に進学し更

に３年後に大学や専門学校に進学することまで基礎的学力上位の影響を及

ぼすと推測されるが、必然進学率等の変化があると思うがお示ください。 

 

        Ａ. 県高校教育課も只今の質問を考えています。実質的に全国トップレベル



の小・中学生の学力を、高校教育課も学習状況調査を行って、小中高の接

続の改革を行っている。高校の先生方の意識も変わりつつある。本県の大

学進学率が低いことは事実ですが、子どもたちも地元に残って地元を支え

てゆく人生観が強い土地柄です。バランスの取れた子どもたちを育成して

いきたい。 

 

§ 資料 

  ①「秋田で学ぼう！教育留学推進事業について」 

             秋田県教育庁生涯学習課編纂 

  ② H28 秋田で学ぼう！ 秋田県教育留学推進事業 

       「あきた未来総合戦略」移住・定住対策関連事業 

③ 秋田の教育を体感してみませんか：パンフレット 

④ 秋田の教育を体感してみませんか 募集要項 

⑤ 首都圏で「秋田留学」募集 読売新聞「秋田版」2016/5/22 付 

⑥ 学校教育の指針 平成 28 年度の重点 秋田県教育委員会 

⑦ 秋田県における学力向上の取組について 秋田県教育委員会 

⑧ 秋田県議会の概要  秋田県議会事務局 

⑨ 秋田県の小・中学生の実力度の分析：都道府県別統計 

 

◎ 視察を終えての感想 
 

秋田県の小・中学生の学力は実質的に全国トップレベルにあることは示さ

れた研修資料から窺えたが、私なりに秋田県の小中学生の実像を知る意味で、

調査してみたところ、全国第一位を占める項目が数多見受けられ驚愕した。 

中学生学校快適率 、小学生学校快適率、中学生自己肯定率、小学生自己肯

定率、中学生校則遵守率、中学生宿題実行率、小学生宿題実行率、中学生自

宅学習率、小学生自宅学習率、中学生朝食摂取率、小学生朝食摂取率 、中学

生読書率 国学力テスト小学生正答率、全国学力テストは何れも全国一位であ

る。 
 

この学力の高さは、児童･生徒たちに大きな自信を与え、高校は及ばす更に

大学や専門学校に進学する気風が遠からず秋田県内に沸き起こると予感する。 

現在は都会に出て大学に入学することが叶わずとも、地元秋田に残って地

元を支えてゆく気風が強いことも研修で知ったが、一度限りの人生で、学力

を天下に問い、万民のために尽くし、貢献したい意志が学力の高さに相応し

て湧き上がるものと思われる。恐るべし秋田の児童・生徒の培われた実力は、

大きく秋田県民の誇りとなり、郷里発展の原動力に転化されると信じます。 

     
（２）議会運営委員会 

   ○平成 28 年５月 30 日 議会第３委員会室 

   １）協議事項 

① 特別委員会を設置する。 

Ⅰ.名称：インター周辺等開発特別委員会 

Ⅱ.目的 

 a.インター周辺地区における大型商業施設計画について。 

b.大型商業施設の中心市街地への影響及び市街地活性化について。 

C.インター須坂流通産業団地の拡張について。 



d.その他インター周辺の開発計画について。 

      Ⅲ.期間：議員任期満了まで 

      Ⅳ.議長を除く 19 名 

      Ⅴ.法源：地方自治法 109 条。須坂市議会条例第 6条 

 

（３）全員協議会 

   ○平成 28 年５月 30 日 議会第４委員会室 

   １）協議事項 

    ① インター須坂流通産業団地の拡張について。 

○須坂市における新たな産業団地開発計画について。 

 Ⅰ.産業団地候補地選定までの経過 

 Ⅱ.産業団地候補地の概要 

 Ⅲ.産業団地の必要性 

 Ⅳ.土地利用計画等の整合性 

 Ⅴ.今後の市の取組み 

② インター周辺の開発計画（流通団地）について。 

○IC 周辺地区開発の手法及び課題 

Ⅰ.現在の土地利用区分 

Ⅱ.都市計画法の開発許可 

Ⅲ.都市計画法と農業関係法との関係 

 a.市街化区域編入の場合 

  b.地区計画の策定による場合 

について、まちづくり推進部・まちづくり課より「新産業団地・大型

商業施設等開発計画位置図」を示して説明を受けた。 

 

    ③ 学校給食センターについて。   

     ○平成 28 年３月市議会において、平成 28 年度須坂市一般会計予算修正

理由として指摘した「学校給食センター建設予定地」の再検討調査の

結果報告書の提出を受けた。 

      Ⅰ. 報告内容 

       a. 施設からの臭いや周辺の臭いは問題ないか。 

             b．仁礼を建設予定地とした理由。 

c．現地（村石）隣接地を断念した理由。 

d. 仁礼町の中で栃倉を選定した理由 

について、教育委員会・学校教育課長より説明を受けた。 
 

（４）会派代表者会議 

   ○平成 28 年５月 30 日、議長室において開催。 

   １）協議事項 

    Ⅰ.井上、幸高、九反田、中島財産区管理委員の選任について。 

      各会派に持ち帰り結論を出す。 

 

２ 私の議会外議員活動  

（１） 陳情等に基づく現地調査 

  １）永楽荘、くつろぎ荘の入浴料金が 100 円から 200 円と倍額になって苦しい。 

    もう少し安くして欲しい。 
 



（２） 議員活動報告の配布・配信等 

  １）会報ことぶき総合版第 17 号を順次配布いたします。 

  ２）会報第 212 号を配信しました。 

 

３ 森上小学校第 75 回校庭大運動会 

平成 28 年５月 28 日（土）、須坂市立森上小学校は第 75 回校庭大運動会を開催

されました。主役の児童の皆さんの楽しい運動会の為に、校長先生以下先生方、

ＰＴＡ役員、保護者の皆さんが運動会をサポートされました。伝統あるこの運動

会に、児童の祖父母、父母、兄弟姉妹や住民の皆さん数多く参加して、児童に盛

んな声援を送りました。 
 

地域の市議会議員、区長、児童民生委員他の皆さんが参加して、この運動会を

盛り上げました。小職は地域住民代表として、児童に「ケガのない楽しい一日を

過ごして、楽しい思い出になる運動会にしましょう」と呼びかけました。運動会

の進行を伝える放送委員は、手作りのメモを片手に、真剣にマイクに向かって喋

る様に、傍らで見ていた私は感動しました。この真摯な姿勢が将来大きな実を結

ぶものと思います。がんばれ森上小の児童の皆さん！須坂の宝として。 
 

４ 最近のニュースから 
 

○滝の上に城はなかった・・須坂・米子大瀑布、問い合わせ相次ぐ 信濃毎日 5/10 
 

◇ ＮＨＫ大河ドラマ・真田丸のオープニング映像に二筋の滝が映し出される。これは須

坂が天下に誇る米子大瀑布である。然しこの大瀑布の上には、お城は過去にも現在もな

いが、ＮＨＫの映像の影響力は絶大である。このＧＷには相当数の観光客が米子瀑布を

訪れたとのこと。更に須坂市や観光協会にも「滝の上にお城があるのか」「城に行ける

のか」等の問い合わせが数件寄せられたとのことである。 
 

米子大瀑布は古より修験者の修行の地であり、戦国時代には山伏や修験者等ごく限ら

れた者がこの秘境に分け入った聖地であることが想像される。武将が絶壁の滝頭を砦と

して利用するには、些か危険で且不便で用が為さないのではないか。冬季間は日常生活

も儘ならない位の厳寒地域でもある。然しこれでは夢がない。こと現代人にとって米子

大瀑布も米子不動寺奥ノ院は、ロマンを掻き立てる地であることは、須坂市にとって大

変嬉しいことではないか。改めて信州の英雄・真田昌幸、信幸、信繁の偉業を讃えよう。 
 

５. ５月期で私が注目したニュースの見出し備忘録・2016 年 
ニュースの概要 報道機関 月日付 

政治編   

急激な円高、極めて憂慮＝為替介入の準備示唆―麻生財務相 時事通信 5/1 

財政出動の必要性で一致＝Ｇ７、テロ対策最優先―日伊首脳 時事通信 5/2 

「ずる」は許されない＝総務省 時事通信 5/2 

日銀総裁、投機的な円高をけん制 日本経済 5/3 

記者の目 安倍首相の改憲論＝須藤孝【政治部】 毎日新聞 5/3 

原爆投下、謝罪は不要＝米報道官 時事通信 5/3 

急激な為替変動をけん制＝サミットで税逃れ対策―日仏首脳一致 時事通信 5/3 

円高、経済に好ましくない＝必要なら追加緩和―黒田日銀総裁 時事通信 5/3 

投機的動き「さらに強まる」＝円高、必要なら対応―麻生財務相 時事通信 5/4 

憲法改正「必要ない」半数近く ＮＨＫ長野 5/4 

憲法の岐路 改憲後の社会 主人公が国民から国家に 信濃毎日 5/4 

「潮流底流」財政出動に独英の壁＝真価問われる安倍首相 時事通信 5/6 



人口減少対策の歳出水準確保を＝地方財政審議会が意見書 時事通信 5/13 

ふるさと納税 1.8 倍 15 年度総額１億 5,362 万円に 信濃毎日 5/14 

介護費抑制の自治体に手厚く財政支援 骨太方針原案 日本経済 5/16 

全国防災事業の継続を＝国・地方協議で要請へ―全国知事会 時事通信 5/16 

増税先送りは与党と協議を＝山口公明代表 時事通信 5/17 

１億総活躍へ税収増活用＝アベノミクス成果を明記―骨太方針素案の全容判明 時事通信 5/17 

＜消費税＞先送り条件に該当？ 政権、慎重に判断 YAHOO! 5/17 

１億総活躍ブランド骨子 時事通信 5/18 

財政出動協調が焦点＝日米、為替で対立―Ｇ７財務相会議 20 日開幕 時事通信 5/19 

表明時期、悩む安倍首相＝参院選後も選択肢か―増税延期 時事通信 5/19 

消費増税「予定通り」＝麻生財務相 時事通信 5/19 

為替介入、「失敗への入口」＝日本の自制求める―英紙 時事通信 5/19 

憲法の岐路 首相の姿勢 問に答えぬ不誠実 【社説】 信濃毎日 5/20 

景気下支えへ政策総動員＝「国際版３本の矢」で強調 Ｇ７ 時事通信 5/20 

（長野県）ふるさと納税初の１億円突破 ＮＨＫ長野 5/22 

４月の貿易統計 時事通信 5/23 

リーマン以来の資金流出＝新興国発の危機警戒＝サミットに図解資料 時事通信 5/26 

安倍首相、増税先送りへ布石か＝「リーマン級」の危機にじます。 時事通信 5/26 

世界経済、リスクに直面＝成長けん引へ財政出動―規模は各国判断 時事通信 5/26 

首相「リーマン前に似る」危機意識、首脳間にズレも 日本経済 5/27 

ロイター企業調査：８割が「デフレ逆戻り」懸念、増税や円高で YAHOO! 5/27 

増税延期「首相近く表明」＝自民・二階氏 時事通信 5/27 

物価、消費の低迷続く＝金融政策に限界論＝日銀 時事通信 5/27 

財政再建、困難に＝消費増税再延期で―アベノミクス行き詰まり 時事通信 5/27 

リーマン級危機ではない＝サミット関係・識者コメント 時事通信 5/27 

財政の信認揺らぐ恐れ 社会保障充実なら悪化一段と 日本経済 5/31 

   

経済編   

新興国減速で県内も打撃 機械系製造業相次ぐ減益・赤字 信濃毎日 5/7 

「必要なら追加緩和検討」＝経済・物価に下振れ懸念―４月の日銀会合 時事通信 5/12 

街角景気、２ヵ月ぶり悪化＝熊本地震響く―４月 時事通信 5/12 

４月の企業物価指数、前年比 4.2％下落、市場予想は 3.7％下落 日本経済 5/16 

県内の機械系製造業 設備投資計画、増額目立つ 信濃毎日 5/18 

ＧＤＰ，年 1.7％増＝２期ぶりプラス―１～３月期 時事通信 5/18 

景気足踏み、見えぬ出口＝長引く消費低迷―１～３ＧＤＰ 時事通信 5/18 

１億総活躍 実現の道筋が見えない【社説】 信濃毎日 5/19 

民法改正案可決＝再婚禁止の期間短縮―衆議院法務委員会 時事通信 5/20 

消費者物価、２ヵ月連続マイナス ４月 0.3％下落 日本経済 5/27 

舛添知事の因果応報 時事通信社特別解説委員：田崎史郎 時事通信 5/27 

安倍首相、異論押し切る＝政権中枢に溝―消費増税延期 時事通信 5/30 

「アベノミクス失敗」全面＝野党、参院選へ争点化狙う 時事通信 5/30 

消費増税先送り、財務健全化目標は維持 日本経済 5/31 

４月求人倍率、1.34 倍に改善＝失業率は横ばい 3.2％ 時事通信 5/31 

有効求人倍率、４月は 1.34 倍に上昇 24 年５ヶ月ぶり高水準 日本経済 5/31 

完全失業率、４月は 3.2％で横ばい 市場予想と一致、労働力調査 日本経済 5/31 

実質消費支出、４月は前年比 0.4％減 家計調査、判断据え置き 日本経済 5/31 

４月の鉱工業生産、前月比 0.3％上昇 ５月予測は 2.2％上昇 日本経済 5/31 

   

社会編   



児童扶養手当 ２人目以降支給額引き上げへ ひとり親家庭 毎日新聞 5/2 

憲法の岐路 首相の姿勢 民主社会が壊される懸念 【社説】 信濃毎日 5/2 

生活再建支援金の円滑支給へ増員＝基金積戻し、特別交付税で：全国知事会 時事通信 5/2 

（長野）県弁護士会、安保法の廃止求める会長談話 信濃毎日 5/3 

（長野県内）ガソリン１月以来の高値水準 ＮＨＫ長野 5/3 

憲法改正「必要ない」半数近く―長野県世論調査協会 ＮＨＫ長野 5/3 

高齢者発見へ「カルテ」作成 ―松本市 ＮＨＫ長野 5/4 

地震など災害時の業務計画作成、県内は７市町のみ 信濃毎日 5/4 

長野県人口 209 万人割る 半年で 9,400 人余減 信濃毎日 5/5 

長野県市町村別人口と高齢化率 信濃毎日 5/5 

子どもの数 35 年連続減 1,605 万人 総人口の 12.6％ 信濃毎日 5/5 

貧困の実態に目を注ごう こどもの日に 【社説】 信濃毎日 5/5 

【防災】地震など災害時の業務計画作成、県内は７市町村のみ 信濃毎日 5/5 

職務経験者採用「他の首長にもすすめたい」＝前葉津市長 時事通信 5/6 

新潟焼山、小噴火＝気象庁 時事通信 5/6 

新潟焼山でごく小規模噴火か ＮＨＫ長野 5/7 

（長野市）高架下遺体事件の初公判 16 日 ＮＨＫ長野 5/7 

空き家流通促進へ（長野）県が補助制度 ＮＨＫ長野 5/8 

（長野県内）ガソリン価格上昇傾向続く ＮＨＫ長野 5/8 

食育発信レストランに登録 飯田市役所の食堂 時事通信 5/10 

肥満でなくても保健指導＝高血圧など「隠れメタボ」―厚労省 時事通信 5/10 

部落差別解消へ新法案＝自民 時事通信 5/10 

ＧＷにぎわった県内 中央東線、北陸新幹線、御柱祭、真田丸 信濃毎日 5/10 

滝の上に城はなかった・・須坂・米子大瀑布、問い合わせ相次ぐ 信濃毎日 5/10 

児童虐待防止で連携強化＝関係省庁、初の連絡会議 時事通信 5/10 

ヘイトスピーチ対策法、成立へ＝与党案あす採決―参院委 時事通信 5/11 

県内経済「持ち直し」続く ＮＨＫ長野 5/11 

県内の３歳未満児保育、４人に１人 県まとめ 信濃毎日 5/11 

北陸新幹線の延伸後、県内来訪者数６％減 信濃毎日 5/11 

ガソリン、９週連続値上がり＝４ヶ月ぶり 118 円台 時事通信 5/11 

生活保護、２ヵ月連続で減少＝厚労省 時事通信 5/11 

石川、富山に新幹線効果＝ビッグデータが証明―北陸信越運輸局 時事通信 5/11 

若者、投票 どう身近に 長野市選管が信大生と意見交換 信濃毎日 5/12 

若者の投票率向上の方策を考える ＮＨＫ長野 5/12 

（長野県内）ガソリン３週連続値上がり ＮＨＫ長野 5/12 

北陸新幹線で明暗＝富山は来訪増、新潟、長野は減―ビックデータ分析 時事通信 5/14 

五輪招致資金 疑問に答えていない 【信濃毎日社説】 信濃毎日 5/14 

県防災情報システム 県と 77 市町村が初訓練 信濃毎日 5/18 

県内高速道路、定額で乗り放題プラン 20 日から 信濃毎日 5/18 

「これまで経験ない」橋田気象庁長官、熊本地震で 時事通信 5/19 

（長野県内）ガソリン価格４週連続値上がり ＮＨＫ長野 5/19 

百貨店売上高、3.8％減＝免税販売３年３ヵ月ぶり縮小―４月 時事通信 5/20 

景気対策・消費増税を提言＝自民「アベノミクスの会」 時事通信 5/20 

大卒就職率、最高 97.3％＝求人拡大、高卒も 24 年ぶり水準 時事通信 5/20 

老後の備え「していない」が４割超＝高齢社会白書 時事通信 5/20 

性被害支援センター設置へ ＮＨＫ長野 5/21 

イトーヨーカドー長野店を大型ショッピングセンターに 信濃毎日 5/21 

通勤電車の慢性的な遅延 利用マナーの向上が不可欠 朝日新聞 5/21 

千曲市に大型商業施設浮上 イオンモール敷地 20ha 規模か 信濃毎日 5/22 



民泊 35 自治体、緩和せず フロント設置義務付け 毎日新聞 5/22 

返さなくてもいい「給付型奨学金」どう考える YAHOO! 5/22 

イトーヨーカドー再整備に期待＝長野市長 信濃毎日 5/25 

中古住宅の劣化調査を推進＝改正宅地建物取引業法が成立 時事通信 5/27 

米大統領広島訪問平岡・元広島市長「何しに来たのか」 毎日新聞 5/27 

福祉施設でレジオネラ菌検出（諏訪市） ＮＨＫ長野 5/27 

甘利氏を不起訴へ 東京地検、金銭授受問題で任意聴取 日本経済 5/31 

須坂に産業・流通団地の構想 大型商業施設と合わせて 信濃毎日 5/31 

消費増税延期 今国会で首相にただせ 【社説】 信濃毎日 5/31 

   

【資料】   

地方自治法施行令の一部を改正する政令等の施行について（通知） 時事通信 H240501 

ひと晩寝かせたカレーは食べてはいけない！？ 週刊女性 H270128 

大学まで教育無償化＝おおさか維新・松井代表 時事通信 1/19 

甘利氏の影響力行使が焦点 金銭授受問題で強制調査、迫る時効 日本経済 4/13 

地域社会の持続・発展に向けた地方税財政改革についての意見書 時事通信 5/13 

【用語解説】Ｇ７財務相・中央銀行総裁会議 時事通信 5/19 

【用語解説】アダムズ方式 時事通信 5/20 

【用語解説】待機児童 時事通信 5/21 

【用語解説】核なき世界 時事通信 5/27 

オバマ米大統領広島演説（原文） 日本経済 5/28 
 

【北信濃鏡】5/1 会報 4 月号配信、倅戻京、報道等情報整理、/2 境沢町地蔵尊、市民

相談、報道等情報整理 /3 会報総合版編集・印刷、報道等情報整理 /4 会報総合版配

布 /5 日本昔話鑑賞、会報配信 /6 長野広域連合Ａ焼却施設竣工安全祈願祭に参列、

会報総合版配信、メールマガジン配信 /7 会報校正、報道情報整理 /8 会報印刷・配

信、報道情報整理 /9 会報印刷・配信、報道情報整理 /10 市民相談、報道情報整理 /11

議会運営委員会、行政懇談会、報道情報整理 /12 行政視察（中野市）、紅葉荘、報道

情報整理 /13 教育委員会と意見調整、理髪、報道情報整理 /14 市民相談、支援者懇

談、報道情報整理 /15 交流会(山ノ内町)、報道情報整理 /16 市民相談、教育委員会

協議、農地転用相談、報道情報整理、湯っ蔵んど /17 行政書士業 2件、報道情報整理、

自主研究 /18 行政書士業務、報道情報整理、自主研究 /19 総務文教委員会視察項目

研修会、支援者訪問、市民相談、自主研究 /20 視察課題予習、報道情報整理、事務局

協議、湯っ蔵んど /21 視察資料収集、行政書士業務、報道情報整理、会報総合版印刷、

自主研究 /22 報道情報整理、大型商業施設記事の信憑性確認 /23 議会運営委員会 

/24 総務文教委員会行政視察・南アルプス市、武蔵野市 /25 北秋田市 /26 秋田県庁・

秋田県教育委員会 /27 理事者意見調整、商工会議所意見調整 /28 行政視察まとめ、

報道情報整理 /29 行政視察まとめ、報道情報整理、支援者宅訪問 /30 商工会議所、全

員協議会、行政視察まとめ、会報編集、市民相談 3件、報道情報整理 /31 支援者宅訪

問、会報配信、議員間意見調整、報道情報整理、手談。 
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